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コンパクト ERLの機構内検査について 

 

記 

 

ERL開発棟に係る放射線使用施設の変更申請について，平成 31年 1月 25日付けで原子力規制委員会

より承認されました。放射線取扱主任者による機構内検査を平成 31 年 3月 27 日に実施し，コンパク

ト ERL に対する安全が確認されました。したがって，平成 31 年 3 月 27 日より，下記変更による運

用が開始されますのでお知らせします。 

 

(1)コンパクト ERLの使用目的の追加変更 

「電子ビームを使用した放射性同位元素の製造。電子ビームを使用した理化学的研究。」を追加する。 

(2)コンパクト ERLの「照射部」の新設 

コンパクト ERLの周回部から電子ビームを取り出し輸送する「照射部ビームライン」を新設する。これに伴い，

遮蔽の追加を行う。 

(3)コンパクト ERLの照射部の電子ビームの最大出力の新設 

照射部ビームライン使用時の輸送する電子ビームの最大出力を新たに設定する。 

放射性同位元素の製造：最大出力 0.21MeV・mA（最大エネルギー21MeV，最大電流 10μA） 

理化学的研究：最大出力 0.10MeV・mA（最大エネルギー10MeV，最大電流 10μA） 

(4)コンパクト ERLのインターロックの変更 

照射部で輸送する電子ビームの最大出力の新設に伴い，関連するインターロックの変更を行う。 

(5)コンパクト ERL加速器室の貫通孔の追加 

コンパクト ERL加速器室の南壁にテラヘルツ実験用の貫通孔を１つ追加する。 

(6)密封されていない放射性同位元素の使用の新設 

コンパクト ERL で密封されていない放射性同位元素 Mo-99 を製造する。密封されていない放射性同位元素の

使用室をコンパクト ERL加速器室とする。 
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